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私たちは、毎日当たり前のように朝起きて、学校に行き、友達と笑い合い、家に帰

って家 族と食卓を囲みます。でも、もしこの日常が突然なくなってしまったら、どう

なるのでしょうか。ニュースでは、世界のどこかで今も 戦争が続いていることが伝

えられています。 空爆の音におびえながら暮らしている子どもたち。学校へ通うこ

ともできず、大切な家族を失った人たち。食べ物も薬も足りず、病気になっても助け

が得られない人たち。そんな人々の姿を見るたびに、胸が苦しくなります。そして、

「戦争は絶対にしてはいけない」と強く思います。戦争があるところに、笑顔はあり

ません。戦争があるところに、健康も安全もありません。だから私は、世界中のすべ 

ての人が安心して生きられる「平和」を守ることが、とても大切だと思います。  

では、私たちが平和のためにできることは何でしょうか。中学生の私にできること

なんて小さいかもしれません。でも、小さな力でも集まれば大きな力になると信じて

います。 私の家では毎年、日本に興味のある外国の方々を受け入れるホストファミ

リーをやっています。最初は文化も言葉も違って、うまく話せるか不安でした。でも、

彼女はとても明るくて、私の英語にも笑顔で応えてくれました。一緒にご飯を食べた

り、地域の案内をしたりするうちに、少しずつお互いの国のことを話すようになりま

した。私たちが笑顔で過ごした時間の中で、「平和って、こういう日々なんだね」と言

ってくれたその言葉が、今でも心に残っています。この経験を通して、私は 「協力し

合えば心がつながる」ということを実感しました。文化が違っても、言葉が違っても、

笑顔や優しさは世界共通のものです。平和とは、戦争がないことだけでなく、お互い

を思いやる心があること。つまり、日々の暮らしの中にある「小さな平和」の積み重

ねなのだと思います。また、健康も平和の中で守られる大切なものです。病気になっ

ても安心して病院に行ける。栄養のある食事をとれる。安全な場所で眠れる。これら

すべてが、平和だからこそできることです。そして、健康でいるからこそ、笑顔で過 



ごすことができるのです。私たちは、健康でいれるありがたさを忘れてはいけません。

世界中の人たちが、健康で、笑顔で暮らせるようにするためには、国と国、人と人が

手を取り合うことが必要です。ニュースでは、戦争の話ばかりが目立ちますが、その

裏では平和のために努力してい る人もたくさんいます。勇気をもって「争いはやめ

よう」と声をあげる人、食料や薬を届ける人、教育を通して未来を変えようとする人。

そんな人たちのように、私も平和のために何かしたいと思います。  

将来、私は子どもと関わる仕事がしたい夢があります。少しでも子どもたちが笑顔

になれるような活動をしたいです。そのためにも、今のうちから人と協力する力、相

手の話をよく聞く力、思いやりの心を育てていきたいと思っています。戦争をなくし、

健康で、笑顔あふれる世界をつくるには、誰か一人の力だけでは足りません。私たち

一人一人が、「争いではなく協力を選ぼう」「相手を大切にしよう」という思いを持ち

続けることが大切です。そうすれば、世界はきっと、もっと優しく 、明るい場所にな

るはずです。これからも、私は自分にできること一つ一つ積み重ねていきたいと思い

ます。そして、「平和は当り前ではない」ことを忘れずに、感謝の気持ちを持って毎日

を過ごしていきたいです。笑顔があふれる未来を信じて。 

 

 

 

 

 

 

 

 


